
 

  

  

  

  

Ⅰ 令和５年度予算概算要求の姿 
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令和５年度 厚生労働省予算概算要求の姿

（令和４年度予算額） （令和５年度要求額） （対令和４年度増額）

32兆6,304億円 33兆2,644億円 （＋ 6,340億円）

一般会計

区 分

令和４年度

予算額

（Ａ）

令和５年度

要求額

（Ｂ）

増 △ 減 額

（Ｃ）

(Ｂ－Ａ)

一 般 会 計 ３２６，３０４ ３３２，６４４ ６，３４０

うち

年金・医療等

に 係 る 経 費

３０７，３１９ ３１２，６９４ ５，３７６

うち

重要政策推進枠
－ １，６９４ -

（単位：億円）

［計数整理の結果、異同を生ずることがある。］

（注１）令和４年度予算額は当初予算額であり、内閣官房こども家庭庁設立準備室から令和５年度予算概算要求を行う関連予算8,857億円を除く。

（注２）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

特別会計

区 分
令和４年度

予算額

（Ａ）

令和５年度

要求額

（Ｂ）

増 △ 減 額

（Ｃ）

(Ｂ－Ａ)

労働保険特別会計 ４６，７８８ ４０，９００ ▲５，８８８

年金特別会計 ６８３，４４８ ６９２，９９５ ９，５４７

東日本大震災

復興特別会計
１０５ ８７ ▲１９

（単位：億円）

［計数整理の結果、異同を生ずることがある。］

（注１）令和４年度予算額は当初予算額である。

（注２）各特別会計の額は、それぞれの勘定の歳出額の合計額から他会計・他勘定への繰入分を除いた純計額である。

（注３）令和４年度年金特別会計の額は、内閣官房こども家庭庁設立準備室から令和５年度予算概算要求を行う子ども・子育て支援勘定３兆2,721億

円を除く。

（注４）計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。
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令和５年度 厚生労働省予算概算要求のフレーム

高齢化等に伴ういわゆる自然増 ５，６００億円（注１）

義 務 的 経 費

１０％

年 金 ・ 医 療 等 に 係 る 経 費

（裁量的経費に係る削減額）

(裁量的経費に係る削減額の３倍）

重要政策推進枠 １，６９４億円

注１ 他府省所管予算に係る増加額＋３００億円を含む。

注２ 消費税率引上げとあわせ行う社会保障の充実及び｢新しい経済政策パッケージ｣で示された「教育負担の軽減・子育て層支援・介
護人材の確保」については、消費税収、地方消費税収並びに重点化及び効率化の動向を踏まえ、予算編成過程において検討する。

また、過去の年金国庫負担繰り延べの返済などについても予算編成過程で検討する。

注３ 新型コロナウイルス感染症対策、原油価格・物価高騰対策等を含めた重要政策については、必要に応じて、「重要政策推進枠」
や事項のみの要求も含め、適切に要求・要望を行い、予算編成過程において検討する。

裁 量 的 経 費

財務省作成資料
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